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イ
ギ
リ
ス
最
低
賃
金
制
発
展
過
程
の
一
考
察
H

ー
ー
一
九

O
九
年
法
か
ら
一
九
一
八
年
法
へ

1
l

日日

;1 r 

嘉

日

次
し

が

き

一九

O
九
年
賃
金
委
員
会
法
成
立
の
概
嬰

第
一
次
大
戦
時
労
働
政
策
の
展
開

|
|
大
蔵
省
会
議
・
軍
需
品
法
を
中
心
に
|
|

三
第
一
次
大
戦
時
生
活
ホ
準
の
偲
帯
ー
と
労
働
運
動
の

課
題
(
以
よ
本
号
)

四

産
業
不
安
対
策

偲
興
委
員
会
か
ら
ホ
イ
γ
ト
レ
イ
委
員
会
へ

ホ
イ
ッ
ト
レ
イ
計
画
に
お
け
る
賃
金
書
貝
去
と
政
府

見
解
一
九
一
八
年
賃
金
委
員
会
訟
の
成
立

す

び

二ーは

r.. 主rプて

』土

し

古王

き

イ
ギ
リ
ス
の
最
低
賃
金
制
が
一
九
四
五
年
及
び
一
九
四
八
年
の
賃
金
審
議
会
法

(
斗
宮
司
ω岡
田
口
。
S
E
Z
』

n
F
g
H
E
N∞F

富
岡
n
F
H
E日
・
↓
『

0
4
5岡
田
口
0
5
2
Z
P。
F
U
E
a
5
p
u
o
n
o日
σ号
、
巴
怠
)

〔
同
法
は
相
補
的
な
も
の
〕

を
中
心
に
し
て
、

他
に
農
業
賃
金
法
(
』

5
k
F間口
E
-
E
H包

dg問
。
♂

u
a
a
z
p
』巳

F
S
S
)、
賄
業
賃
金
法

(
口
旦
耳
目
四
巧
凶
同
O

K

M
丘
、
ロ
器
包

イ
ギ
リ
ス
最
低
賃
金
制
発
展
過
程
の
一
考
察
付

第
八
十
三
巻

第
一
号



イ
ギ
リ
ス
最
低
賃
金
制
発
展
過
程
の
一
考
察
付

第
八
十
二
巻

第
一
号

富
}
M
E
R
E
ω
)、
公
正
賃
金
に
関
す
る
決
議
(
宮
町
当
呂
田
容
包
三
門
戸
ロ
民

0
2
5
0
2
0
E
R
H
E晶
)
等
白
一
連
日
諸
立

法
主
内
容
と
す
る
現
行
制
度
に
至
る
ま
て
に
は
、
ほ
ぼ
半
位
紀
K
亙
る
発
展
白
過
程
を
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九

O
九
年
の

賃
金
委
員
会
法
(
以
下
一
九

O
九
年
法
と
い
う
〕
の
成
立
に
始
ま
担
、
第
一
次
大
戦
士
経
て
、

開
拓
目
。
)
な
る
体
系
的
産
業
平
和
策
の
一
環
と
し
て
の
一
九
一
八
年
賃
金
委
員
会
法
(
以
下
一
ー
九
一
八
年
法
と
い
う
)

ホ
イ
ッ
ト
レ
イ
計
画
(
巧
『
耳
目
。
司

mn

を
銘
二
日
発
展

段
階
と
し
て
も
ち
、
古

b
に
こ
れ
ら
の
賃
金
委
員
会
法
の
経
験
実
績
に
基
い
て
拡
大
発
展
し
た
日
で
あ
る
。

工
場
法
の
補
完
的
性
格
を
も
フ
て
現
わ
れ
た
一
九

O
九
年
法
は
、

一
九
一

O
l
一
四
年
白
労
働
運
動
「
大
攻
勢
」
の
時
却
を
経
、
さ

ら
に
第
一
次
大
戦
期
心
運
動
が
一
時
的
中
断
の
様
相
を
示
し
た
が

b
も
矛
盾
を
内
包
化
し
、
部
分
的
で
は
あ
っ
た
が
尖
鋭
的
な
形
態
て

展
開
さ
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
産
業
不
安

(
H
P
E
且
巴
色
白

RgH)
が
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
時
期
を
経
過
し
て
、

一
九
一
八
年
法
と
し
て
改

正
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
と
り
わ
け
第
一
次
大
戦
白
戦
争
政
策
を
通
じ
て
倍
加
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
階
級
的
支
配
は
、
労
働
者
階
級
白
生

活
を
破
壊
し
て
、
ま
さ
し
く
経
済
的
な
基
本
的
人
権
の
否
定
的
作
用
を
強
め
た
む
て
あ
る
。
こ
れ
に
対
抗
し
て
、
部
分
的
で
は
あ
っ
た

が
激
し
い
闘
争
及
び
よ
り
広
汎
な
闘
争
へ
発
展
す
る
条
件
の
成
熟
は
、
現
実
に
戦
時
生
産
士
中
断
し
て
、
産
業
平
和

1
社
会
平
和
を
援

乱
し
、
或
は
ま
た
戦
後
に
ゐ
け
る
よ
り
規
模
を
大
に
す
る
剰
余
側
値
生
産
の
動
揺
、
政
治
的
階
級
関
係
の
破
療
を
予
測
せ
し
め
る
に
十

分
で
あ
っ
た
。
己
己
に
労
資
関
係
の
安
定
に
よ
っ
て
産
業
平
和

1
社
会
平
和
を
確
保
維
持
す
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
ホ
イ
P

ト
レ

イ
委
員
会
を
設
け
、
モ
の
引
画
の
一
部
と
し
て
最
低
賃
金
制
の
拡
充
士
意
図
し
た
の
で
あ
る
。

木
稿
は
、
イ
ギ
リ
月
最
低
賃
余
制
発
展
白
全
過
程
を
取
扱
う
も
白
ご
は
た
く
、
己
の
一
九

O
九
年
法
か
ら
一
九
一
八
年
法
に
至
る
過

程
を
対
象
と
す
る
に
と
ど
め
た
。
前
述
の
と
治
り
、
一
九
一
八
年
法
へ
の
一
発
展
は
一
九

O
九
年
法
の
単
に
無
限
定
な
延
長
線
に
泊
う
も

の
で
は
な
く
、
モ
の
問
の
歴
史
的
社
会
栴
造
を
通
じ
て
発
現
し
、
モ
の
社
会
的
経
済
的
諸
条
件
に
よ
っ
て
最
低
賃
金
制
の
性
格
内
容
を



拡
充
し
て
た
さ
れ
た
、
も
の
で
あ
る
。
と
の
意
味
K
沿
い
て
、

一
九
一
八
年
法
の
成
立
過
程
を
産
業
的
階
級
的
諮
関
係
、
す
な
わ
ち
、
労

働
者
階
級
と
資
本
・
政
府
の
一
現
実
的
課
題
と
そ
れ
に
照
応
す
る
対
策
の
追
跡
を
通
じ
で
明
か
に
し
、
さ

b
k
一
九
一
八
年
法
成
立
の
音
品

義
を
明
確
に
す
る
己
と
を
謀
岡
田
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

註
他
に
一
九
三
八
年
道
路
運
送
業
賃
金
法
(
一
九
四
八
年
賃
金
審
議
会
訟
に
よ
っ
て
、
審
議
会
法
に
吸
収
さ
れ
た
J

及
び
一
九
三
四
年
綿
業
(
臨
時
)

措
世
訟
が
あ
る
。
こ
れ
ら
諦
立
法
り
却
定
に
つ
い
て
は
「
各
国
の
最
低
賃
金
法
制
」
(
労
働
大
臣
官
房
労
働
統
嗣
調
査
部
、
昭
和
三
寸
二
年
〉
参
照
。

一
九

O
九
年
賃
金
委
員
会
法
成
立
の
概
要

周
知
の
と
お
り
、
イ
ギ
リ
A

D
最
低
賃
金
制
は
、
背
汗
産
業
(
印
可
田
仲
居
間
同
ロ

ι
E
E
g
)
反
対
運
動
の
結
果
と
し
て
結
実
し
た
一
九

O
九
年
法
に
始
ま
る
G

一
九

O
九
年
決
り
成
立
過
程
は
、
そ
れ
自
体
論
究
き
る
べ
き
多
〈
の
問
題
を
提
起
す
る
も
白
ぜ
あ
る
が
、
こ
こ

て
は
行
請
に
必
要
な
限
り
、
そ
の
一
概
要
を
示
す
に
と

rめ
た
い
。

問
題
と
中
な
っ
た
E
印
当
日
立
ロ
聞
こ
の
概
念
は
必
ず
し
も
一
様
で
は
社
い
。
モ
れ
は
一
般
的
に
は

労
働
時
間
同
作
業
場
の
不
衛
生
段
状
態
と
考
え

b
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
苦
行
産
業
の
基
礎
て
あ
る
そ
の
労
働
関
係

l
l印
者
百
円
日

と
の
雇
用
関
係
か
ら
生
ず
る
収
奪
関
係
ー
ー
を
よ
り
明
確
に
一
市
す
も
の
と
し
て
「
安
価
に
し
て
制
御
し
易
い
労
働
」

(
R
n
F
B
H
M
m
E

e
s
o
z
g
h
J
と
の
規
定
が
主
張
さ
れ
た
。
そ
れ
は
も
と
よ
り
低
賃
金
、
長
労
働
時
間
企
内
特
と
す
る
労
働
イ
あ
る
と
と
は
い
う
ま

け
不
当
に
低
い
賃
金
率

H
H
過
度
の

J

し
も
な
い
。
本
来
、

反
「
昔
汗
」
は

z
k何
回

E
1印
羽
田
百
六
.
と
し
て
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
請
負
制
度

(
B
E目
立

a
E
O目
)
K
Z
る
請
負
人
パ
B
E
E
n
Z
H
)
が
、
労
働
者
の
熟
練
牲
の
不
要
、
雇
用
者
数
の
制
限
の
欠
如
ゐ
よ
ぴ
職
業
組
織
の
欠
陥
た

ど
白
条
件
が
あ
る
場
合
、
い
わ
ゆ
る
三
凶
司
自
官
円
右
下
と
し
て
、
句
J
L

の
雇
用
者
か
ら
一
超
過
労
働
、
不
当
た
低
賃
金
か
ら
収
奪
す
る
こ
と
が

イ
ギ
り
ス
最
低
賃
金
制
発
展
温
程
の
一
考
察
け

第
八
十
二
巻

第

号



イ
ギ
リ
ス
故
低
賃
金
制
発
展
過
現
。
一
考
察
付

第
八
十
二
巻

四

節
一
号

凹

甚
し
く
た
る
傾
向
が
生
じ
、
こ
こ
に
問
題
が
提
起
さ
れ
た
の
て
あ
る
。
と
日
誌
味
に
お
い
て
、
後
者
の
規
定
を
よ
り
妥
当
た
も
の
と
考

え
る
守
へ
き
で
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
、
反
「
苦
汗
」
運
動
は
十
九
世
紀
中
葉
ハ
一
八
四
七
|
八
年
〕
を
出
発
点
と
し

C
、
末
葉
に
至
っ
て
再
燃
し
た
o

従
来
苦
汗
、

労
働
は
主
と
し
て
家
内
労
働
に
あ
っ
た
が
、
末
葉
に
至
っ
て
は
工
場
に
ま
で
普
遍
化
し
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
法
的
保
護
は
極
め

τ不
十

分
な
状
態
で
あ
っ
た
。

一
八
七
八
年
工
場
法
は
作
業
場
に
お
け
る
衛
生
条
件
、
過
剰
労
働
者
数
等
々
の
問
題
に
つ
い
て
規
定
を
備
え

τ

つ ν3
fと 士と
(け

FC 
sも
可

マ"零
よ労
り 傾向

車這
置の
な諸
こ条
と岨

はに
つ
労ぃ
働て
者は
はこ
生れ
ン丙 デ1日 a
を E金
収芥
入し
に(
基日〉
本 n

的合
に一、

依工
存場
ナ厳
?骨
>，同

ω の
て権
争限
内 ζ

t F 
拘は

そ妻
上
限
界
ヵ:
あ

そ
の
収
入

に
関
す
る
規
定
が
全
く
な
か
っ
た
こ
と
て
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
若
干
の
重
要
な
点
て
立
法
的
保
護
世
欠
い
て
い
た
苦
汗
労
働
者
の
窮
迫
化
が
世
論
を
再
燃
せ
し
め
、
上
院
「
苦
汗
」
委

員
会
白
設
す
(
一
八
八
九
年
〕
と
た
り
、
そ
の
広
汎
た
弊
宜
目
白
実
態
が
指
摘
き
れ
る
と
L
(

も
に
、
反
「
背
汗
」
に
つ
い
て
の
訴
え
が
二
つ

一
つ
は
「
経
済
的
某
礎
に
基
く
訴
え
」
で
あ
っ
て
、

の
立
場
か
ら
↑
な
さ
れ
弁
。

一
つ
ほ
「
人
間
生
活
臼
品
位
と
価
値
に
基
く
訴
え
」
、

か
く
し
て
具
体
的
に
、
工
場
法
の
欠
陥
を
補
完
す
る
意
味
に
ゐ
い
て
、
賃
金
立
法
へ
の
要
請
が
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
た
わ
ち
、

一
八
九
八
年
、
デ
ィ
ル
ク
卿
〈
印
同

Q
出
己
自
口
口
r
o
)
提
案
白
賃
金
委
員
会
法
(
可
制
話
。
目
。
司
己
盟
国
〕
と
し
て
具
体
化
し
た
。
法
案

「
自
由
主
義
者
‘
国
家
主
義
者
、

保
守
主
義
者
及
び
労
働
者
に
一
様
に
支
持
さ
れ
で
全
員
一
致
下
院
第
二
読
会
を
通
過
し
、
下
院
特
別
委
員
会
に
附
託
育
れ
た
」
の
で
あ

は
、
チ
ャ

I
ル
ス
・
ブ
ー
ス
の
労
働
者
調
査
の
公
刊
(
一
八
八
九
九
一
年
)
に
よ
る
啓
蒙
も
あ
っ

τ、

る
特
別
委
員
会
は
賛
否
両
論
の
註
言
を
徴
し
た
上
、
法
案
の
必
要
を
認
め
、
ま
た
院
外
に
治
け
る
反
「
苦
汗
」
運
動
は
、
デ

1
リ

1
・



ニ
ム

l
ス
ハ
ロ
凶
口
吋

Z04司
ω
V

主
催
の
苦
汗
制
度
艮
一
出
先
(
印
d

司
自
古
己
回
忌
ロ
ω
門
口
盟
国
凶

E
E
Z
B
丘

E
g
)、

2
2
3日
間
男
出
内
)
の
「
『
閤
家
的
恥
厚
の
改
良
の
た
め
』
手
段
が
と
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
結
論

F
る
、

モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト

人
道
的
か
ら
移
っ
て
経

済
的
立
場
に
立
っ
て
り
ミ
ル
ナ

l
卿
(
円
。
三
冨
己

5
C
D演
説
記
事
に

b
h
v
て
最
高
頂
に
達
し
た
。
こ
れ
は
全
国
苦
汗
連
盟

(
Z見
邑

ロ
包
〉
己
H

m

d

司、

Z
C口
四
円
。
凶
四
日
〉
の
絶
え
ざ
る
遊
説
と
相
侠
っ
て
効
果
を
収
め
、
遂
に
原
案
を
基
礎
に
.
ヴ
ィ
グ
ト
リ
ア
州
説
法
を
参

考
に
し
て
、
法
案
は
全
員
一
致
ゼ
採
択
さ
れ
、

一
九

O
九
年
法
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

ω
一
九
心
九
年
法
成
立
に
主
る
ま
で
に
、
一
八
七
五
年
め
炭
坑
労
働
者
向
最
低
賃
金
要
求
、
一
八
八
九
羊
の
ド
ッ
ク
労
働
者
の
六
ペ
ン
ス
の
獲
得

お
よ
び
一
八
九
二
年
白
炭
坑
労
働
者
の
故
低
賃
金
の
承
認
が
あ
る
。
一
九

O
九
年
法
は
こ
れ
ら
の
税
み
草
ね
で
な
い
ー
と
み
ら
れ
(
永
野
刷
造
、
社

会
政
情
と
し
て
の
最
低
賞
金
制
の
実
現
過
程
と
そ
の
最
低
賞
金
額
の
訣
定
基
準
に
つ
ト
て

l
l社
会
政
策
学
合
制
最
低
賃
金
制
所
収
参
照
〕
、
最

低
賃
金
制
と
し
て
確
立
す
る
の
は
一
九

O
九
年
訟
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
積
み
茸
ね
で
な
い
に
し
て
も
、
こ
の
両
者
が
全
然
無
関
係
で
あ
る
と

は
い
え
な
い
。
例
え
ば
、
ド
ッ
ク
労
働
者
の
六
ペ
ン
ス
は
請
丸
制
の
脚
害
反
対
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
一
九

O
九
年
法

と
同
樺
の
趣
旨
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ω
例
え
ば
一
八
八
九
年
設
え
ぶ
さ
れ
た
上
院
古
汗
委
員
会
の
と
る
背
汗
に
つ
い
て
の
規
定
(
冨
H

自
国

F
・
同
日
百

E
ロ
ω
一
回
ぽ
目
。
君
。
吋
宵
日
昆
印
司
自

Eロ
四
-
『
Q
E
S
U寸
E
q
h
z
o
H
U
G
-
司

ω・)

ω
ア
ジ
ユ
レ
イ
教
授

q
s
p
E
O同
旨
匡
司
)
に
よ
る
規
定
(
句
ぬ
志
向
E
M
1
2
E
Z。・

MUG-MM
⑦。

ω
一
八
四
七

l
八
年
り
を
期
に
お
け
る
、
激
し
い
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
の
窮
迫
状
態
に
つ
い
て
、
宮
司

E
品
口
町
。

E
n
F
(
ロ
ン
ド
ン
の
一
新
聞
)
が

調
査
を
J

引
い
、
そ
の
報
告
か
ら
労
働
の
制
佐

(
U印
羽
田
ロ
ロ
曲
目
『
ω
耳
自
〉
が
世
人
の
注
意
を
暁
起
し
て
、
日
当
宮
古
同
へ
の
反
対
逝
動
が

n
F
R官切

同
百
官
宮
司
を
中
心
に
し
て
な
さ
れ
た
。
(
ロ
虫
、
庄
司
印

η
E
o
m
p
E
1目
。
印
司
自
己
目
的
印
ME耳
目
¥uhc
王
宮
崎
ト
室
、
同
君
怠
刷
、
見
。
.
恥
h
p
M
E吋
白

op

H

田∞一
J

司
回
日
間
)

ω
ロ
虫
、
広
司

-rr-o目
、
京
子
匂
∞
日
目

川
仰
の

0
1
2骨
宮
、
叶
広
島
4
0口
¥
J
z
g。
4
G
E
E
-『
苫
品
。
閉

O
Rハ
官
〉
旦
初
、
ミ

M1r
門
書
芯
芝
、
。

4
4
E
2
2・
H『p
q
-
h
u
M
v
g
H

イ
ギ
リ
マ
ハ
最
低
賃
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制
発
峡
過
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一
考
察
け
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一
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互王



イ
ギ
リ
ス
故
低
口
金
制
発
展
過
程
。
一
考
察
付

第
八
十
二
巻

ァ可

第
一
号

め

(UAU母
国
骨
冨
・

4
5片
4
4
0
F
N
主

LUHU・
g
M・

制
証
言
に
は
当
初
苔
定
論
が
強
力
で
あ
っ
た
が
、
冨
凶
吋
門
出
宮
司
吾
再
が
同
一
労
働
に
も
拘
ら
ず
賃
金
格
差
の
大
き
い
事
実
の
証
言
、
宮
門
'

』

M
m
W
A
百
円
何
回
の
「
賃
金
委
員
会
法
は
実
行
可
能
で
あ
り
有
益
で
あ
る
う
、
試
み
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
証
言
が
丘
町
戒
的
立
場
を
強
化
し
た
(
日
R

E
包

m
Z
斗

E
r司
畠
二
塁
・
暗
唱
・

E
M
1
3

制
展
示
会
に
は
多
く
の
職
業
か
ら
家
内
労
慣
者
の
代
表
四
四
人
が
出
席
し
、
そ
れ
ら
家
内
労
働
者
の
平
均
収
入
は
時
間
当
り
一
八
ン
ス
を
僅
か
に

上
廻
る
調
査
結
果
が
明
か
に
さ
れ
た
(
『
宮
門
E
宮
司
尽
nq
出
E
W
E
E
-
H
U
E
M】
ω)

川
判
官
ユ
日
出
。
冨
・
叶
E
r
d
S
F
払伝子

HU・白
8
・

一
九

O
九
年
法
は
二

O
年
に
亙
る
反
「
舌
汗
」
運
動

l
i前
期
に
拾
い
て
は
主
と
し
て
人
道
主
義
的
観
点
か
ら
、
後
期
に
お
い
て
は

主
と
し
て
経
済
的
観
点
か
ら

l
iに
よ
っ
て
工
場
法
の
梢
完
的
役
割
を
も
っ
賃
金
立
法
と
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
ふ
。

一
九

O
九
年
法

は
、
周
知
の
と

b
p、
既
製
品
及
び
売
却
品
裁
縫
業
、
抵
函
製
造
業
、
機
械
v
l
ス
・
網
仕
上
来
及
び
製
鎖
業
の
、
主
と
し
て
低
賃
金

て
婦
人
労
働
を
雇
用
し
て
い
る
四
業
時
間
を
対
象
と
し
、
さ
ら
に
一
九
一
三
年
五
業
屠
誌
が
加
え
ら
れ
、

一
九
一
八
年
ま
で
に
九
業
種
を
ふ

く
む
一
三
委
員
会
(
そ
の
う
ち
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
四
〕
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
O
九
年
法
の
主
要
注
規
定
は
、
付
若
干
の
特

別
業
稲
に
お
け
る
賃
金
委
員
会
の
設
立

同
追
加
委
員
会
設
立
を
提
議
す
る
た
め
賃
金
委
員
会
に
与
え
ら
れ
た
権
限

同
委
員
会
の
構

成
及
び
権
限

同
開
最
低
賃
金
率
の
実
施
で
あ
っ
て
、
委
員
会
の
権
限
は
最
低
賃
金
率
(
時
間
賃
金
率
)
の
決
定
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
実
施
例
を
示
せ
ば
次
表
む
よ
う
て
あ
る
。

賃
令
委
員
会
に
よ
っ

τか
な
り
賃
金
率
が
高
め
ら
れ
て
労
働
者
が
保
護
さ
れ
、
そ
の
組
織
化
に
役
立
ち
、
且
つ
経
営
白
能
率
に
寄
与

す
る
点
も
認
め
ら
れ
た
。
け
れ
ど
も
、
決
定
賃
金
率
は
必
要
な
生
活
維
持
の
水
準
を
下
廻
り
、
労
働
強
化
が
伴
わ
れ
、
ま
た
あ
る
場
合

は
決
定
賃
金
率
が
遵
守
さ
れ
ず
、
水
準
、
決
定
方
式
お
主
び
適
用
の
範
囲
、
方
法
等
に
多
〈
の
改

E
す
べ
き
問
題
が
早
く
も
指
摘
さ
れ



例 1 紙陶製造業の決定最低賃金本

つ干一干1--~--;k王-最低恒一日 1 手両瓦一|

男 121t~以上|時間 6 ペンス(週26 シリング 128十リング 6 ペソス!
子 i21歳未満|調4-21ジリシグ(年令艇闘により) 1 

士 118歳以上|時間3ベγス(週13シリ γグ 112シリング3ベγス

子 118歳未満 1i!il4 -10ジリソグ6ベシス 16シリング 6ベγス

例 2 既製品及び売却品裁縫業の決定最低賃金率

I df /s I -lkA扇面 下予両五五一!
l男 22歳以上|時間6ヘシス〔週25シリ γグ6ベンスポ1シpング11ヘソス:

22版木前|週4γ リング2ベンス-21シリ γグ | 
l 干 11へンス〔年令により

時間3;ベンスL週14シリング吋 l酌リシグ11ペンス

ベンス〉

イ
ギ
リ
ス
最
低
賃
金
制
発
展
過
程
町
一
考
察
付

6シリッグ 6ヘソ

18成以上

週 3-12ツリ γグ6ベソス
〔年令経験により〕

The Labour Year Book UJlo， p. ::::18より作製

百五歳未耐

女

子

た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
改
善
の
た
め
の
闘
争
が
必
要
て
あ

っ
た
。

「
労
働
条
件
は
或
る
一
つ
が
改
主
甘
さ
れ
れ
ば
、
資
本

は
こ
れ
を
取
か
え
す
た
め
の
一
子
段
を
発
肢
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
こ
れ
を
相
殺
す
る
ば
か
り
か
、
モ
れ
に
上
っ
て
別
の
形

の
労
働
条
件
の
恐
化
を
必
然
化
さ
せ
る
。
労
働
者
階
級
は
こ

普の
す労
る(動
闘条
争{ヰ「ー
をの
民新
附な
さる
せIf手
ざ態
るの
を悪
f与イlニ
な』亡
しq 白、i<j
」むし

のて
て、
あと
るオ下
u を

そ改

れ
故
、
ま
ず
、

一
九

O
九
年
法
か
ら
一
九
一
八
年
法
へ
の
改

正
過
程
に
介
在
ナ
る
労
働
関
係
特
陀
第
一
次
大
戦
時
の
そ
れ

古
川
確
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

註

ω
最
低
賃
金
制
が
賃
金
立
法
た
る
性
格
を
も
っ
て
い
る
が
工

場
法
を
補
う
も
の
で
あ
る
乙
と
は
岸
本
英
太
郎
教
授
に
よ
っ

て
強
調
さ
れ
て
い
ゐ
ハ
岸
本
英
太
郎
、
窮
乏
化
法
則
と
社
会

政
策
一
一
五
七
瓦
)
。
な
お
一
ー
九
O
九
年
訟
の
成
V
過
程

に
お
い
て
プ
l
ス
の
調
査
と
と
も
に

B
-
S

ラ
ウ
ン
ト
リ

白
労
働
調
者
(
一
八
九
九
年
)
、
家
内
工
業
委
員
会
調
究
(
一

九
O
七
年
)
が
苦
汗
労
働
者
自
一
実
態
を
指
摘
し
て
、
法
案
の

実
現
に
与
っ
た
こ
と
も
団
悲
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
第
八
十
三
巻

第

号

じ

レ
】
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巻
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一
号

J'、

ω
法
案
が
当
初
上
程
さ
れ
た
と
き
は
製
鎖
業
を
除
く
三
業
副
が
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
呂
町
司
区
間
自
己
F
E
の
努
力
で
製
鎖
某
が
加
え
ら
れ
た
。

倒
五
菜
穂
と
り
次
心
も
り
で
あ
る
。
ピ
自
ロ

E
品
口
。
苦
ロ
間
百
官
。
庄
司
ポ

Eo--。
手
羽
mw品
目
島
E
m
-
Sロ
出
。
M
i
E
m
K
E
F
印
ロ
問
問
円
。
ミ
21

ECロ
司
可
百
円
同
州
。
己
中
E
m耳
目
m-
目

E
巳
IEhwE呂・

ω
川
咋
本
英
京
郎
、
前
掲
古
一
一
七
頁
。

第
一
次
大
戦
時
労
働
政
策
の
展
開

!
大
蔵
省
会
議
・
軍
同
日
川
法
を
中
心
に

i

一
九

O
九
年
か
ら
一
九
一
八
年
に
草
。
間
は
、
第
一
次
大
戦
勃
発
ま
で
白
悶
年
間
と
大
戦
の
期
間
に
区
分
で
き
る
。
前
期
の
四
年
間

は
「
こ
白
国
が
モ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
な
か
て
も
っ
と
も
広
汎
た
『
労
働
不
安
」
の
時
期
て
、

こ
れ
は
労
働
条
件
が
侵
害
さ
れ
た

の
で
こ
れ
軒
防
衛
す
る
た
め
に
結
集
し

τい
る
労
働
者
階
級
臼
不
安
て
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
労
働
者
を
反
撃
に
か
り
た

τて
、
い

た
る
と
こ
ろ
で
新
し
い
粒
樋
的
な
目
標
に
向
ヮ

τ攻
勢
を
展
開
さ
せ
る
よ
う
友
不
安
状
態
で
あ
っ
た
」
。
す
な
わ
ち
、
労
働
組
合
が
「
産

業
別
組
合
主
義
L

(
回
口
合
ω可
区
間
口
問
。
巳
ω自
)
に
基
H
て
、
サ
ソ
ヂ
カ
リ
ズ
ム
を
指
導
原
理
と
し
て
、
い
円
わ
ゆ
る
「
大
攻
勢
」

(、吋
F
O

。
日
巳

O
司
自
色
4
0
)

を
展
開
し
た
時
別
で
あ
る
。

己
の
「
大
攻
勢
」
は
政
治
的
・
社
会
的
危
機
の
切
迫
を
感
じ
せ
し
め
る
に
十
分
な

も
由
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
こ
り
時
第
一
次
大
戦
が
惹
起
し
た
の
で
あ
ふ
。

労
働
者
階
級
は
大
戦
の
切
迫
に
対
応
し
て
、
か
ね
て
よ
り
、
軍
備
拡
張
と
好
戦
外
交
に
否
定
的
措
岱
民
を
一
山
し
つ
づ
巾
、
大
戦
勃
居
心
直

前
に
沿
い
て
も
、
明
確
に
戦
争
反
対
白
態
度
を
表
明
し
た
。
労
働
党
執
行
委
員
会
の
、
ア

γ
ダ

l
ソ
γ
(
司

P
K
F
E
R
B
P
0
5弓
昌

E
)

と
へ

γ
ダ

l
ソ

γ

(
〉
ユ
}
百
円
出
向
ロ
〔
H
R
S
F
∞
耳
目
S
弓
)
白
名
白
下
て
白
、
加
盟
団
体
へ
白
通
牒
(
一
九
一
四
年
八
月
七
日
〕
は



「
労
働
運
動
は
戦
争
を
生
み
だ
し
た
政
策
に
反
対
し
た
事
実
を
再
び
主
張
す
べ
き
己
主
、
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
労
働
者
間
の
友
好
感
情
を
快
復
す
る
の

に
最
も
よ
い
機
会
を
与
え
そ
う
な
条
件
の
下
に
、
出
来
る
が
け
速
か
に
平
和
を
確
保
十
る
こ
と
が
現
存
の
務
め
た
る
べ
き
こ
と
」

と
述
べ
、
ま
た
ト
ラ
フ
ァ
ル
が
広
場
(
斗
出
向
凶
紅
白
司
印

A
E耳
)
て
の
労
働
者
大
会
(
一
九
一
四
年
八
月
二
日
)
の
決
議
は

カ込

事
}ヒ

突
入
す
る
の
を

E躍
す荘
至会

i言
1-- B' 

キ

L12 
る亘
各恒
国 E
労 F

断的

著 E
面 E

雪寄
せ R
ょ ιi
う
レの

子採
z 干尺
由 L
際た

L_}D労決

働議

監長
沼~

量五 ら
雇う れ
努て
力い
中る

撮よ
助う
す円
る

杏
わ国
れ政
わ府

わ
れ
わ
れ
は
、

れ
は
ロ
シ
ア
を
+
又
持
す
る
た
め
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
如
何
な
る
手
段
に
対
し
て
も
反
対
抗
議
す
る

と
主
娠
し
て
、
抵
抗
運
動
を
つ
づ
け
た
。

し
か
し
、
大
戦
勃
発
以
後
、
イ
ギ
リ
兄
労
働
者
階
級
は
「
現
論
的
に
は
国
際
主
説
者
に
同
情
し
、

『
軍
国
主
義
』
に
対
し
て
国
外
と

同
様
圏
内
に
沿
い
て
も
主
と
し
て
反
対
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
組
合
運
動
は
宣
戦
が
な
さ
れ
た
と
き
断
乎
た
る
万
針
を
と
っ
た
。
終

始
迷
動
の
全
力
は
|
|
最
も
熱
心
て
雄
弁
な
労
働
党
議
員
を
ふ
く
み
、
ま
た
独
立
労
働
党
と
し
て
知
ら
れ
る
社
会
主
義
者
協
会
の
会
員

て
も
あ
っ
た
労
働
組
合
員
白
一
派
の
、
精
力
的
な
宣
伝
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い
た
比
較
的
少
数
派
の
半
和
主
義
的
信
念
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
国
家
的
努
力
の
味
方
に
投

f
ら
れ
た
」
の
で
あ
る
。

大
戦
に
至
る
ま
て
の
四
年
間
に
激
化
し
た
階
級
対
立
を
、
国
民
的
統
一
に
包
摂
す
る
こ
と
の
で
き
る
条
件
を
大
戦
は
与
え
、
支
配
階

級
は
ま
た
こ
の
条
件
を
出
来
る
限
り
有
効
に
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
戦
争
目
的
白
遂
行
に
よ
っ
一
て
階
級
対
立
止
婦
の
方
策
が
た
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

前
記
「
国
家
的
努
力
の
味
方
」
へ
り
第
一
歩
は
、
労
働
組
合
会
議
、

労
働
組
合
総
淳
合
(
耳
目
。

O
B
E
-
-
1
a
o
E
Eロ
丘
、
H
，

E
e

ロE
O
B
)
お
よ
び
労
働
党
の
合
同
委
員
会
心
次
心
決
議
(
一
九
一
四
年
八
月
二
十
四
日
)
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

イ
ギ
ジ
ス
段
低
口
金
制
発
展
過
程
心
一
考
察
付

第
八
卜
二
巻

九

第

九
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巻
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第

号

O 

「
ス
ト
ラ
イ
キ
で
あ
ろ
う
と
ロ
ヅ
グ
ア
ウ
ト
で
あ
ろ
う
と
、
す
べ
て
現
在
の
労
働
争
議
を
終
ら
し
め
る
た
め
直
ち
に
努
力
が
な
さ
れ
る
べ
く
、
ま

た
戦
争
中
新
し
い
困
難
点
が
生
じ
た
時
は
い
つ
で
も
ス
ト
ラ
イ
キ
や
ロ
ヴ
ク
-
ア
ウ
ト
に
訴
え
る
前
に
平
和
的
な
解
決
に
達
す
べ
く
、
す
べ
て
の
関
係

者
に
よ
っ
て
懸
命
の
試
み
が
な
さ
れ
る
べ
き
こ
台

こ
白
態
度
は
、
労
働
党
議
会
委
員
会
D
大
部
分
、
労
働
組
合
議
会
委
員
会
及
び
労
働
組
合
総
連
合
運
営
委
員
会
の
宣
言

(
一
九
一
四

年
十
月
十
五
日
)
|
|

「
イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
の
政
策
は
、
イ
ギ
リ
ス
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
、
軍
国
独
裁
政
治
を
う
む
悪
か
ら
救
う
熱
望
に
よ
勺
で
指
令
さ
れ
て
き
た
。
ベ

ル
ギ
人
を
掠
奪
し
、
犯
し
、
殆
ど
コ
ロ
ァ
パ
全
体
を
怖
し
い
悲
惨
、
苦
し
み
、
戦
争
の
戦
懐
に
な
げ
入
れ
た
力
が
う
ち
こ
わ
さ
れ
る
ま
で
平
和
は
あ

り
得
な
い
。
戦
い
が
つ
づ
く
問
、
イ
ギ
リ
ス
は
内
外
で
支
持
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
b
、
戦
闘
員
も
非
戦
闘
員
も
極
力
持
続
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
労
働
運
踊
は
ド
イ
ツ
軍
国
主
義
の
野
蛮
な
原
理
や
方
法
が
失
敗
す
る
こ
と
を
確
信
し
て
、
こ
の
恒
久
的
な
国
家
的
義
務
に
お
い
て
そ
の
役

」

目
を
果
し
て
き
た
し
、
現
に
呆
し
つ
つ
あ
る

hdzび
労
働
組
合
会
議
議
会
委
員
会
の
次
の
宣
言
と
な
っ
て
明
確
に
示
さ
れ
た
。
ー
ー

「
わ
れ
わ
れ
の
国
の
歴
史
上
の
こ
の
危
機
に
際
し
て
想
起
さ
れ
、
労
働
組
合
及
び
一
般
労
働
者
に
関
す
る
限
り
と
り
わ
け
重
要
な
今
一
つ
の
要
素
は
、

白
由
で
束
縛
な
き
政
府
が
存
続
さ
れ
、
維
持
さ
れ
る
か
否
か
は
、
こ
の
国
が
現
在
当
直
し
て
い
る
闘
い
の
結
果
如
何
に
あ
る
、
ー
と
い
う
事
実
で
あ
る
」

右
白
工
う
に
、
国
民
運
動
と
し
て
帝
国
主
義
戦
争
の
協
力
態
勢
に
順
応
す
る
一
連
の
労
働
上
層
部
の
態
度
が
い
わ
ば
基
点
と
な
っ
て
、

以
後
、

い
わ
ゆ
る
大
蔵
省
会
議
(
叶
吋

E
2
4
ロ
。
旦
司
自
の
め
)
か
ら
草
需
品
法
(
呂
ロ
ロ
再
5
5
0同
司
司
〉
n
H
)

へ
と
イ
ギ
リ
ス
戦
時

労
働
政
策
は
部
分
的
た
政
治
的
、
経
済
的
譲
歩
を
行
い
な
が
ら
抑
任
を
展
開
し
て
ゆ
く
。

但)(1) 

』
目
。
ロ
同
ロ
子
町
立
立
句
評
同
1
2
R
H
b

司
君
E
E
F
E
b
-
匂

E
・
(
理
論
社
版
六
三
頁
〉

h
F
-
Z
D
閏

E
F
s
t
E・]
V

，
。
伊
(
理
論
社
版
七
人
頁
)
参
照
。



(9) (8) (7) (6) (5) (4) (剖

豆
員
団
。
。
口
同
五
。

4
ミ
旬
、
t
z
r
h
R
Z
目
白
書
(
春
秩
社
版
第
二
巻
四
C
C
E
)
参
照
。

3
n
F
a
F室
、
『
E
苛
回

E
F
E
H
F
閉口・

邑
見
・
]
U

】
寸

司
量
-u
祖国民。
4
。H
U
1
2
骨
門
望
書
a
F
S
N
P
M
M唱・

8
0
l叶

『
吉
田
与
室
、
司
E
崎
、
国

E
F
E
E
-
]
U・
M
M
・

号
え
昌
司
-
日
「

"
~
正
弘

-
H
U
M
P

「
労
働
力
不
足
の
問
題
は
、
こ
の
時
に
は
既
に
楽
観
て
き
た
い
状
況
に
あ
っ
九
」

た
「
由
々
し
U
軍
需
品
の
欠
乏
に
陥
っ

τ
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
」
時
期
て
も
あ
っ
た
。
モ
の
故
に
、
大
蔵
大
臣
、
商
務
長
官
に
よ

っ
て
労
働
組
合
幹
部
と
の
会
議
(
大
蔵
省
会
議
)
が
も
た
れ
、

第
一
次
大
戦
に
入
り
、

一
九
一
五
年
始
め
は
、
士

主
要
組
合
幹
部
は
い
わ
ゆ
る
大
蔵
省
協
定

三
月
十
九
日
)
を
容
認
し
た
。
そ
れ
は
「
軍
需
品
な
ら
び
に
戦
争
備
品
白
生
産
を
促
進
す
る
観
点
」
て
な
さ
れ
た
、
も
の
で
あ
っ
て
、
「
軍

(
第
一
一
弘

り
〈
白
結
果
、

(
一
九
一
五
年

需
品
中
戦
争
備
品
の
什
事
な
ら
び
に
他
の
戦
争
を
十
分
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
仕
事
は
停
止
さ
れ
る
べ
き
で
は
た
い
し

を
主
内
容
正
し
、

「
戦
争
中
、
従
来
高
級
熟
練
労
働
者
の
階
級
に
よ
っ
て
た
さ
れ
て
い
た
仕
事
を
行
う
た
め
半
熟
練
労
働
者
白
導
入
に

上
っ
て
職
場
慣
行
が
変
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
支
払
賃
金
率
は
仕
事
白
等
級
事
て
相
異
な
る
普
通
賃
令
率
と
な
る
べ
者
て
あ
る
。

現
行
の
仕
事
の
区
割
制
限
の
緩
和
す
な
わ
ち
半
熟
練
労
働
者
平
婦
人
労
働
者
の
容
認
は
、
慣
習
的
仕
事
に
対
し

τ支
払
れ
て
い
た
賃

金
率
に
不
利
に
影
響
す
べ
き
で
は
な
い
。
通
常
wr
、
の
仕
事
令
し
て
い
る
男
子
が
、
そ
れ
故
に
不
利
な
彬
響
を
う
け
る
場
合
に
は
必
要
た

日

調
整
が
な
き
れ
る
べ
者
て
、
モ
の
結
果
、
男
子
は
以
前
白
収
入
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
・
・
」
(
第
五
項
)
た
ど
の
規
定
在
、
た
だ

「
わ
れ
わ
れ
の
て
場
、
造
船
所
及
び
他
の
産
業
に
お
け
る
戦
前
慣
行
か
ら
の
戦
時
中
の
背
離
は
、
ど
れ
も
戦
争
白
期
聞
に
の
み
限
ら
れ

イ
ギ
リ
ス
段
低
賃
金
制
発
展
過
程
の
一
考
察
付

第
八
十
二
巻

第
一
号



る
べ
き
で
あ
る
L

イ
ギ

リ

/、

( 技
第低
五1"[
項n 金
)制

と発
む展

条書

宅E
設者
け察
るト〉
こ
と
に
な

ずこ

の
で
あ
る。
第
八
寸
一
巻

第一
h

ワ

従
っ
て
、
こ
の
産
業
平
和
策
を
指
向
す
る
協
定
は
、
当
初
政
府
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
プ
に
よ
づ
て
進
め
ら
れ
、
結
局
労
資
問
の
自
主
的

協
定
白
形
態
主
と
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
は
注
意
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
円
。
協
定
は
戦
時
生
産
確
保
の
た
め
に
労
働
争
議
士
否

定
し
て
仲
裁
に
変
え
、
最
大
規
模
で
の
労
働
力
の
投
入

(
u
g
E己
自
を
意
味
す
る
)
を
認
め
、
そ
の
故
に
、
長
期
比
亙
る
労
働
運
動

の
蓄
積
て
あ
る
組
合
慣
行
を
、
す
た
わ
ち
組
合
の
民
主
的
権
利
を
も
抽
棄
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
か
〈
し
て
、
政
府
提
唱
の
軍
旗

の
下
へ
の
国
民
運
動
に
労
働
組
合
も
亦
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
己
の
場
合
、
労
働
組
合
の
対
応
は
労
働
組
合
上
層
部
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
重
ね
て
留
意
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
、
己
の
協
定
は
、
軍
需
品
法
上
程
に
際
し
て

(
N
ω
E
E日
H
m
H
3
、

軍
需
相
ロ
イ
ド
・
ヂ
ョ
ー
ジ
が
「
私
は
あ
の
協
定
〔

11pm話
回
弓
〉
四
吋
O
O
B
百件

は
こ
の
国
の
機
械
工
に
提
一
目
し
た
も
の

で
あ
っ
て
、
彼
ら
は
実
際
大
多
数
に
よ
っ

τモ
の
規
定
を
採
択
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
己
れ
ら
白
規
定
を
見
ト
ラ
イ
キ
と
ロ
ッ
ク
・
ア

ウ
ト
に
関
す
る
限
り
こ
臼
法
案
で
具
体
化
す
ベ
く
提
議
す
ふ
」
と
下
院
で
言
明
し
て
い
る
己
と
に
よ
っ
て
も
、
軍
需
品
法
立
法
化
へ
の

潤
滑
油
的
機
能
を
果
た
す
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

は
戦
時
の
労
働
政
策
白
背
骨
を
な
す
も
の
で
、
軍
需
相
の
提
案
理
由
は
「
現
在
の
大
戦
に

軍
伝
品
の
効
果
的
な
供
給
を
促
進
し
、
モ
れ
に
伴
う
目
的
の
た
め
の
規
定
を
つ
く
る
」
に
あ
っ
た
U

軍
需
品
法
(
一
九
一
五
、

一六、

一
七
年
)

軍
需
品
法
は
「
労
働
組
合
に
関
す
る
不
文
律
を
停
止
し
、
軍
需
生
産
の
利
潤
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
強
制
仲
裁
に
法
律
的
な
強
制

力
を
与
え
た
」
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
資
聞
に
相
異
点
が
生
じ
た
場
合
、
そ
れ
は
本
法
に
基
さ
商
務
省
に
報
告
さ
れ
、
商
務
省

の
決
定
は
強
制
的
な
も
の
と
さ
れ
た
(
第
一
部
)
。
企
業
の
利
潤
は
特
別
規
定
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
、
超
過
分
は
大
蔵
省
に
支
払
う
べ
き

こ
と
が
規
定
さ
れ
た
(
第
二
郎
、
こ
れ
は
労
働
組
合
の
要
求
に
よ
っ
て
設
け
b
れ
た
も
の
)
。

こ
れ
ら
と
同
時
に
、
生
定
、
雇
用
を
制



限
ず
る
己
と
に
-
た
っ
て
い
る
規
約
な
り
慣
行

l
l法
的
強
制
を
も
っ
て
い
た
い

l
lは
企
業
て
中
止
さ
れ
、
労
働
者
を
さ

b
に
扉
入
れ

る
場
合
、
従
来
白
規
約
、
慣
行
に
従
う
乙
と
は
本
法
に
よ
フ
て
罰
則
規
定
に
ふ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
へ
第
↑
一
部
)
。
こ
こ
に
、
本
来
の
意

図
て
あ
る
伯
議
停
止
k
労
働
稀
釈
化
が
法
的
強
制
力
軒
も
ワ
て
促
進
せ
し
め
ら
れ
る
条
件
が
整
ヮ
た
わ
け
で
あ
る
G

こ
の
軍
需
品
法
(
一
九
一
五
年
)
は
、

と
諸
条
件
に
ヲ
い
て
、
あ
る
程
度
規
制
す
る
権
限
を
も
ち
う
る
上
う
に
、
ま
た
婦
人
労
働
の
問
問
を
取
ほ
う
特
別
仲
裁
所
設
守
一
の
規
定

一
六
年
の
改
正
に
上
っ
て
、
大
臣
が
、
統
制
令
業
に
あ
る
半
熟
練
及
び
不
熟
練
労
働
者
の
賃
金

口
出
口
官
自
主
肱
大
す
る
た
め

犯

意
図
さ
れ
た
も
の
で
、
新
条
文
は
軍
需
大
臣
に
熟
練
労
働
者
の
収
入
に
つ
い
て
特
別
の
命
令
を
な
す
権
限
を
与
え
て
い
る
。

が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
さ
ら
に
一
七
年
改
正
さ
れ
た
。

一
七
年
の
改
正
は
私
企
業
へ

こ
の
よ
う
に
若
干
白
修
正
を
伴
い
左
が
ら
軍
需
品
法
は
、

他
の
戦
時
政
策
す
た
わ
ち
兵
役
法
(
寸
Z
Z
E
E門
司
印
司
〈
】

S
P
Z
P

守
口
口
問
吋
〕
刊
日
誌
F
H
S
E
)
h
T
国
土
防
衛
法
(
↓

Z
ロ
民
自
白
色

p
o
同
E-目
〉
旦
ω
・

戦
時
議
会
当
初
に
立
法
化
)
等
に
よ
っ
て
補
完

き
れ
て
、
戦
時
労
働
政
策
の
中
核
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
階
級
に
強
い
統
制
主
加
え
、
法
的
強
制
を
も
っ
て
彼

b
全
国
家
目
的
に
順

応
せ
し
め
た
の
て
あ
る
。
戦
時
の
労
働
者
階
級
の
統
轄
は
、
ま
ず
労
働
組
合
幹
部
の
協
力
を
か
ち
と
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
立
法
措
置
を

行
う
と
い
う
方
策
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
他
方
に
お
け
る
一
般
労
働
大
衆
の
賃
金
な
ら
び
に
労
働
話
条
件
、
労
働
生
活

の
犠
件
を
当
然
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
。

ω
日
ロ
戸
コ
ー
ル
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
史
E
、
出
波
版
、
一
四
五
頁
。

ω
日
ロ
・
同
コ
l

ル
、
前
掲
書
一
六
三
頁
。

川
同
大
蔵
省
会
議
は
、
一
九
一
五
年
=
月
十
七
日
、
大
蔵
大
臣
(
民
ロ
ロ
ミ
島
口
。
。
門
官
)
上
商
務
長
官
(
冨
吋
E

同区同
E
目
E
)
が
「
ま
す
ま
す
軍

需
品
川
相
産
が
必
要
で
あ
ゐ
と
い
う
同
家
白
柴
急
事
に
闘
す
る
一
般
的
状
態
、
及
び
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
観
点
で
、
政
府
が
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
を

組
織
化
す
る
た
め
の
手
段
を
考
え
る
た
め
」
軍
需
品
生
産
部
門
(
機
械
、
造
船
、
鉄
創
作
品
守
)
の
主
要
労
働
組
合
代
去
を
折
い
て
開
催
し
た
も
の
で
、

イ
ギ
リ
ス
最
低
賃
金
制
発
展
過
程
の
一
考
察
付

第
八
十
二
巻
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一
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四

そ
り
時
、
労
組
代
表
、
労
働
党
議
員
計
七
名
の
小
委
員
会
が
設
吋
ら
れ
、
こ
の
委
員
会
で
協
定
草
案
が
作
製
さ
れ
、
翌
日
町
会
議
で
合
問
機
械
工

組
合
を
除
く
代
表
に
よ
っ
て
委
員
会
索
は
認
め
ら
れ
た
。
つ
い
で
合
同
機
械
工
組
合
も
条
刊
付
吉
で
容
認
す
る
に
至
っ
た
(
肘
与
室
、
州
、
号
、

回

ENW
包
邑
"
】
V
H
V

・
3
1
2・
事
照
)
。

ゆ

h
a
官
官
、
剛
山
尾
町
Z
F
』U
』町、司・白
0

・

同
開
設
子
司
き

仙
仰
比
忠
弘
司
回
・

0
一戸

州

w
s
-
P
H
U
]
V

由。

川
明
間
同

E
E
F
国
唱
え
呂
『
」
い
与
室
、
右
足
1
」
u
h
h
E
N「
司
巴
品

川

W
E
L
E電
5
4
F
O
R吉
口
3
2
2
5
H
F
4
0
-
E
H
H
H
U
C
O

M

判
芯
礼
子
戸
お

同
日
・
ロ
'
出
コ
ー
ル
、
前
掲
問
一
四
六
瓦
。

間
車
需
品
法
に
つ
い
て
は
』
L
m
o
一
号
吋
E
可
回
z
m
r
h
o
h
m・
呂
呂
に
全
文
ιな
ら
び
に
詳
併
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ω

E
守
言
、
お
雪
国
。
尋
邑
」
伊
]
V

・H
C
U

第
一
次
大
戦
時
生
活
水
準
の
低
落
と
労
働
運
動
の
課
題

大
戦
は
、
一
方
に
沿
hv
て
兵
力
を
需
要
し
、
一
方
に
お
い
て
軍
需
生
産
の
拡
大
、
そ
の
た
め
の
労
働
力
の
拡
大
軒
必
要
と
し
た
。
己
こ

に
兵
役
法
ー
に
一
軍
需
品
渋
が
適
用
芦
一
れ
介
。
そ
し
て
後
者
に
主
つ
て
は
、
多
数
む
婦
人
労
働
者
が
軍
需
産
業
部
門
に
投
入
さ
れ
、
口
比
三
5
s

は
一
般
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
次
表
は
こ
れ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

ロ日
E
t
oロ
の
容
認
は
労
働
統
合
白
い
わ
ゆ
る
制
限
的
慣
行
命
日
可
円
安
話
回
VEncno)
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
前
述
白



第一次大戦時の労働稀釈化

I"F Jlつ9函子百T 1918'1'11月
¥ 一一一一一一一¥¥性別
¥¥¥  l 男子
部門¥¥|

金属工業

鉄鋼

電気機械

船舶用機械

自転車，自
動車航空機

その他

化学工業

政府企業
〔工場，造船，

l哩 !
全 産 業 1叩0，酬丸口叩2釘7作川71川8札'町凶6幻) 4ω，9附94似0吹(付例十+1，附，

;単f杭~{位止 1，口JO人
(Kirkaldy， B門前hLabour 1914-1921， Tablc XIIIより作製〕

子

39(十35.6)

56( +40) 

31(十28.7)

89( +78) 

lO2( + 114) 
62( +41) 

188( +67) 11 121 

227(+101) 

97)+ 16) 

48 

21 

126 

31 

247(十244目8)277( +201) 2.2 76 

要
求
の
基
因
が
あ
る
土
み
た
く
て
は
た

b
た
い
で
あ
ろ
う
。

話〈子

320( +32) 

89( +9) 

435( + 146) 

と
ゐ
り
、
大
蔵
省
協
定
に
沿
い
て
は
口
口
己
呂
ロ
を
認
め
る
条
件
と

し
て
、
男
子
労
働
者
の
賃
金
が
そ
の
た
め
不
利
に
低
下
し
た
い
た

ゆ
白
調
整
を
、

そ
し
て
現
行
水
準
の
確
保
を
主
張
し
た
の
で
あ
っ

57j 女子

288 3.4 

80 16 

289 2.3 

と
こ
ろ
で
男
子
熟
練
労
働
力
白
不
足
化
は
そ
D
賃
金
D
上
昇

化
の
傾
向
を
一
市
し
、
従
ヲ
℃
、
彼
ら
心
現
行
水
準
確
保
白
要
求
に
議

主と歩
す
る
と
と
も
に
実
は
現
行
水
準
を
最
高
賃
金
率

E
R
)
に
抑
制
す
る
方
策
が
と
ら
れ
た
。

(呂
m
w
H
E
E
E

軍
需
品
法
が
モ
れ
で
あ

る
。
実
に
軍
需
品
法
は
賃
金
抑
制
の
側
面
を
も
つ
も
の
で
あ
ヲ
て
、

こ
の
点
は
注
意
し
左
く
て
は
左
ら
左
い
。

金
抑
制
は
、
当
然
巴
E
t
s

男
子
熟
練
労
働
者
の
賃

に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
る
未
熟
練
労

働
者
と
く
に
婦
人
労
働
者
の
賃
金
士
、

と
と
相
倹
っ
て

い
わ
ゆ
る

F 

" 円。
切

骨三
害訴
空給
語源
喝の

J'ii大
九》き
い
にと

ゐ
〈
傾
向
を
生
ず
る
。

こ
己
に
戦
時
労
働
運
動
の
担
い
手
L

仁
し
て

米
熱
練
労
働
者
・
婦
人
労
働
者
が
登
場
す
る
根
拠
が
あ
り
、
彼
ら
一

に
よ
る
同
一
労
働
同
一
賃
金
白
要
求
、

及
び
最
低
賃
A
W
制
拡
大
の

さ
て
、
こ
心
ょ
う
た
賃
令
規
制
の
下
て
、
労
働
者
の
生
活
水
準
は
、

イ
ギ
リ
ス
最
低
担
金
制
発
供
過
程
の
一
考
察
付

一
方
に
治
け
る
物
価
騰
貴
、
と
く
に
食
料
品
の
価
格
騰
貴
の
た

第
八
十
二
巻

15. 

第

五



イ
ギ
リ
ス
最
低
賃
金
制
発
民
過
程
の
一
考
察
け

(
一
四
年
七
月
を
一

0
0と
L
て、

第
八
十
二
巻

め
生
計
費
は
上
昇
し
、
従
ヲ
て
実
質
賃
金
は
下
落
し

一
八
年
l
九
弘
、
生
活
水
準
は
漸
次
低
落
し
て
い
っ
た
。
次
表
は
己
れ
を
一
市
す
で
あ
ろ
う
。
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一
グ

ニ

I
L
ン

言
P
寸
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一
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0

0

0

0
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買
一
叶
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6

5

4

4

3

3

2

1

0

0

9

9

9

9

9

8

一

二

E
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時
一
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回
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ω
叩

ω
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目
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l
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一
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f
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E
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E

E

E

f

E
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f

f

E

E

E

t

t

E

t

t

f

t

B

一

一

十

一

シ

一

w

玄
室資
~

白

押

山

間

4
位
向
山

9
日

印

白

日

ω

3

8
一
〈

オ
帯
制
1
4
2

一一

世
世
一

J

W

一
一
い
r

i

l

-

-

I

l

l

i

-

-

-

M

一

一

一

日

日

日

日

日

日

R

日

日

日

日

日

日

日

目

日

日

日

日

日

μ

一
一
一

$

8

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

1

1

1

1

一

一

切

削

叩

明

日

明

日

叶

明

日

明

日

明

日

目

叩

問

明

日

明

閉

旬

:

一
十
一

1

1

1

1

1

L

一

一

一

年

年

年

年

年

卒

一

一

=

4

f

t

E

t

一

二

一

ω
目

白

川

出

回

目

一

二

一

1

1

1

1

1

1

一

一

{ 〆、

第

/、

一
五
年
1
人
三
、

一
六
年
l
七
四
、

一
七
年
l
八
回
、

生
活
水
準
の
か
か
る
低
落
に
対
し
、
何

ら
経
済
的
譲
歩
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
て

は
な
い
。
そ
れ
は
「
戦
時
割
増
金
」
(
宅
再

と
し
て
賃
金
の
増
額
が
た
さ

れ
た
。
も
と
よ
り
、
己
の
場
合
も
労
働
者

町。ロロ
ωoω)

の
闘
争
、
す
た
わ
ち
一
九
一
五
年
二
月
鉄

道
従
業
員
の
五
シ
リ
ン
グ
要
求
運
動
に
よ

っ
て
始
め
て
実
現
さ
れ
た
こ
と
を
つ
け
加

え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
割

g t曽
トロ 金
吋 レキ

喜E
:::;. mf 
O 辛

口<J貧
に会
よ(
っ吋

て z
も EP
妥 E
当目
な~
も詔

の
と
考
え
ら
れ
た
が
、
し
か
し
、
モ
れ
は

戦
時
の
特
殊
事
情
に
対
応
す
る
も
の
と
し

て
戦
時
に
限
ら
れ
、
且
ヲ
、
普
及
も
主
と

し
て
組
織
労
働
者
の
範
囲
で
あ
っ
た
。
モ



れ
は
本
来
の
賃
金
増
績
で
は
な
く
、
暫
定
的
左
手
当
と
し
て
増
額
さ
れ
、
し
か
も
適
用
範
囲
は
限
ら
れ
て
、
原
別
で
あ
る
賃
金
抑
制
白

万
策
が
持
続
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
賃
金
増
額
を
と
く
に
必
要
と
す
る
木
組
織
労
働
者
の
多
く
は
改
善
さ
れ
な
い
ま
ま
に
措
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
戦
時
の
労
働
強
化
の
た
め
に
賃
金
支
払
方
法
が
ま
す
ま
す
出
米
高
給
に
移
行
す
る
に
対
し
、
従
来
の
最
低
賃
金
制
は
時
間

賃
金
率
の
規
定
て
あ
る
た
め
効
果
が
少
な
か
っ
た
こ
と
と
相
倹
っ
て
、
彼
b
白
実
質
的
た
賃
金
は
低
下
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
戦
時

INDEX 
NUI唯1ER，-' A-的巧kil/ed7lIelJe t7dde bOfJTd 1'eJte5 

B -UnskilJ包dfemole treto匂booァd一月，tes
C -Cost of /iving. 
o -Whole S{J!e prices D 

必〆ダメ乙 A

-]an 
79J8 

]an ，977 ん
ジ
砂

川
町
一
川
淵
却
訓
抑
制
岬
朋
加
訓
郡
岬
印
刷
川
刷
印
刷

h
m

〆
4ゴ，〆

イ
ギ
リ
ス
最
低
賃
金
制
発
展
過
程
白
一
考
察
付

7，m. 
7916 

Jcw. 
1915 

に
お
け
る
最
低
賃
金
率
が
生
活
水
準
と
ま
ず
ま
ず
背
離
し
て
H

ScIIs， The B門tishTrade _Boards Syste田 p.158. 

っ
た
こ
と
は
上
表
白
示
す
と
己
み
て
あ
る
。

も
と
工
担
、
未
熟
練
或
は
婦
人
労
働
者
の
雇
用
、
そ
白
低
賃

金
が
、
熟
練
男
子
労
働
者
に
対
し
て
死
錘
的
役
割
を
な
す
も
の

と
考
え
て
、
防
衛
的
措
置
が
と
ら
れ
な
い
こ
と
は
た
か
ワ
た
。

す
な
わ
ち
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
白
原
則
て
婦
人
労
働
者
の
出

一来
九荷
ー賃
六率
年を
二協

月"定、1 し

或つ

は 7
s'グ
E ッ
E手 γ

白毛
を織
認物
め業
る部
代門
りの
に協
婦定
人 1

労
働
者
一
ω最
低
賃
金
の
保
証
(
機
械
工
は
婦
人
最
低
賃
金
二

O

年:音、
i¥ を
月獲
獲得

得" 11 

を九
千与 五
た一
。年

しー
か O
し月

こ鉄
れ道
も従
ま業
た員
洋且 も
級一
労九
働ー
者六

の
場
合
で
あ
っ
て
、
か
か
る
譲
歩
主
得
て
も
た
ゐ
実
質
賃
金
田

低
下
は
進
行
し
、
ま
し

τ組
織
力
を
も
た
な
い
労
働
者
白
賃
金

第
八
十
二
巻

七

第
一
号

七



一八

水
準
、
生
活
水
準
の
低
落
は
甚
し
く
、
他
方
に
お
け
る
戦
時
資
本
利
潤
の
増
大
を
労
働
者
は
知
っ
て
、
法
的
制
限
が
あ
る
に
も
か
か
わ

イ
ギ
リ
ス
最
低
賃
金
制
岳
民
過
程
の
一
考
察
件

第
八
十
二
巻

第

号

ノ又

b
ず
激
し
い
闘
争
に
至
っ
た
。
こ
れ
を
具
体
的
に
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ω
」L
Q

自
室
、
吋
言
、
出
。
。
骨
弓
足
、
甘

M
M
回
参
照
。

ω
量
子
円
M

M

U
日

州
明
日
ロ
'
同
・

2
1
ル
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
史
E
、
岩
誼
版
、
二
二
八
瓦
。

ω
生
産
委
員
会
は
末
蔵
省
協
定
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
恥
の
で
、
戦
時
賃
金
を
も
統
陪
し
、
そ
O
活
動
に
つ
い

τ
は
同
生
。
正
。
同
旬
、
宮
内
崎
長
ぷ
官

R
S
色
町
、
埼
宮
口
言
丘
町
民
刊
さ
お
』
立
・
注
目
別
笥
・
町
ぬ
号
、
包
囲
も
雪
N
h
u
k
h
u
h
h
・
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ゆ
百
円
r
E
F
回、

S
F」
E
V
E
-
H記恥
l
h旬
、
切

-
H
E・

同
開
』
・
出
H
O
問。門司
ω
・U
寸
言
旬
。
弓
ミ
号
。
同
a型
車
有
伊
廿

H
3・

開
「
戦
時
中
に
は
戦
前
に
得
ら
れ
た
刺
潤
を
は
る
か
に
上
ま
わ
る
四
O
億
ポ
ン
ド
以
上
の
利
潤
が
得
ら
れ
た
」
(
ハ
ッ
ト
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動

火
、
担
論
社
版
、
八
三
頁
て
な
お
し
「
回
し
「
0

問
。
弓
♂
皇
子

P
H
3・
審
問
。

第
-
次
大
戦
は
叶
機
械
工
の
戦
争
』
(
開
呂
田
宮
足
当

R
)
と
も
称
せ

b
和
、
政
府
の
経
済
、
労
働
政
策
白
主
た
る
対
象
は
機
械
工

業
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
労
働
運
動
心
中
核
も
ま
た
機
械
労
働
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
機
械
労
働
者
全
体
白
八
五
九

O
%

を
占
め
る
ク
ラ
イ
ド
地
方
(
の
可
己
0
)

が
戦
闘
労
働
運
動
心
中
心
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
運
動
は
一
五
年
一
一
月
の
争
議
と
な
っ
て

現
わ
れ
る
。

、ン

ン
グ
カミ

ら
四
五
、ノ

ン

グ-
~月

話芸
旬幻議
定
の
期
限
終
了
r 
際
L 
て

こ
れ
は
前
年

時
間
当
り
二
ペ
ン
ス
(
週
九
γ
リ
γ
グ
、

す
在
わ
ち
三
六

の
要
求
に
基
く
も
の
で
あ
る
。

己
の
要
求
は
ま
た
、

当
時
進
め
ら
れ
て
い
た
組
合
幹
部

(
A
・
5
・
E
)
と
政
府
・
一
船
主
と
の
大
蔵
省
協
定
へ
の
動
向
陀
対
し
、
組
合
権
利
の
擁
護
の
要
求
と
間
接
に
結
合
し
た
も
の
て
あ
っ

千六三

組
合
幹
部
の
時
間
当
り
四
分
三
ペ
ン
ス
の
受
諾
説
得
に
も
拘
b
ず、

所
期
の
挺
求
の
た
め
ス

f
ラ
イ
キ
が
、

の・』
W

H

4

司
巴
日

て
二
千
人
を
も
っ
て
始
っ
た
(
四
分
三
へ

γ
去
史
諾
)

U

大
衆
は
、

A
・
5
・
E
提
案
(
四
分
三
べ

γ
ス
受
諾
)
を
多
数
を
以
て
合
決
し



生
活
難
と
、

む
争
議
は
拡
大
し
、
九
千
人
、
八
企
業
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
強
い
大
衆
の
態
度
は
ク
ラ
イ
ド
の
激
し
い
物
価
騰
貴
か
ら
生
じ
た

当
局
請
負
業
者
の
不
当
利
潤
に
対
す
る
憎
悪
白
た
め
と
み
ら
れ
て
い
る
吋
争
議
は
戦
時
割
増
金
の
形
て
、

一
時
間
一
ベ

半
熟
練
労
働
者
凹
分
三
ベ

Y

ス、

請
負
労
働
者
一

O
%地
白
結
果
を
以

τ終
コ
た
(
三
月
一
一
一
一
日
)
。

周
知
白
と
b
り、

闘

争
の
担
い
手
は
職
場
世
話
役
(
印
宮
司
印
宮
空
間
品
ω)
を
中
心
と
ナ
る
組
合
員
大
衆
で
あ
っ
て
、

「
闘
争
白
発
展
て
第
一
に
重
要
友
己
と

は
あ
b
ゆ
る
部
門
及
び
労
働
者
を
代
表
す
る
工
場
委
員
会
が
今
中
活
液
化
し
た
こ
と
で
あ
っ
わ
」
。

そ
し
て
、
己
の
工
場
委
員
会
は

B
5
0
0
と
な
る
)
。

と
の
争
議
は
、

(
匹
。
ロ
g
可
払
】
Vmwto日
当
J
F
F
5
E居
間
ロ
o百
円
5
0め
か

L

Q
可ハ凶
O

J
司
司
宮
口
oEP

ガ
ラ
Y
チ
ャ

1
(
巧
出
国
目
。
ωロ
m
p
n宮
内
)
も
い
う
よ
う
に
、
非
公
認
ス
ト

(
E
E
O
B
E巳
=

さ
ら
に
組
織
化
白
進
肢
を
み
せ
る
に
至
っ
た
。

ω可
押
0
)

よ
り
も
自
然
発
生
月
ト

(
E
8
0
巳
B
o
o
g
-
-
E
E
]自
)
と
し
て
現
わ
れ
、

も
、
組
織
に
b
hい
て
も
著
し
い
進
展
を
示
し
た
白
て
あ
る
。

運
動
の
過
程
て
、
組
合
員
大
衆
が
意
識
に
お
い
て

と
の
闘
争
に
つ
づ
い
て
、

イ
ド
機
械
工
心
婦
人
た
ち
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
二
九
一
五
年
一

O
月
)
、
遂
に
政
府
白
譲
歩

1
「
家
賃
制
限
法
」
公
開

gH
回
目
円

Ra

巧
ω
白
σ
ロ
Z
H
J
W〕
E
P四円

R
H
E自
己
同

gτ
を
ス
ロ

l
ガ
γ
に
す
る
家
賃
騰
貴
反
対
運
動
が
、
ク
ラ

ロ
己
呂
口
』
♀
)
を
致
ら
し
め
、
揮
動
は
社
会
主
義
労
働
党
(
印
円

光
し
て
い
っ
た
。
と
同
時
に
、

ζ

の
闘
争
は
経
済
闘
争
か
ら
政
治
闘
争
へ
白
発
展
の
必
要
を
大
衆
に
意
識
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
ッ
た
。

日
以
ロ

o
T出
回
出
目
)
の
指
導
白
下
て
大
衆
的
基
礎
を
ま
ず
ま
ず
鉱

組
合
は
軍
部
品
法
に
よ
る
巴
ロ
ロ

tsを
認
め
る
代
償
と
し
て
婦
人
心
最
低
賃
金
一
一

Oγ
リ
Y
F
の
保
証
を
得
た
け
れ
ど
も

九

一
丘
年
十
月
)
、
己
の
政
府
由
経
済
的
譲
歩
も
夫
衆
の
不
満
を
緩
和
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
c

軍
需
品
法
第
七
度
(
経
信
者
は
一
方
的

に
労
働
者
主
解
雇
で
き
る
が
、
労
働
者
は
許
叶
な
く
職
場
を
去
り
待
た
い
規
定
)
に
対
す
る
不
満
、
賃
金
抑
制
を
行
い
た
が

b
一
万
7

メ
リ
カ
労
働
者
を
高
賃
金
て
医
用
す
る
経
営
者
へ
の
不
信
か

b
、

「ロ
E
2
0回

計
画
は
労
働
者
の
情
理
の
も
と
で
行
わ
れ
ね
ば
た
白
な

イ
ギ
リ
ス
段
低
位
金
制
発
展
過
視
の
一
考
察
付

第
八
十
二
巻

ブL

第
一
号

ゴL



イ
ギ
リ
ス
晶
低
賃
金
制
発
関
過
程
。
一
考
察
け

第
八

γ
二
巻

。
第

庁

。

自
b
説
得
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
b
在
か
っ
た
〔
ク
ラ
イ
ド
訪
問
、

同
」
と
い
う
要
求
一
生
強
く
主
張
し
℃
い
た
白
で
あ
る
。
他
方
軍
需
生
産
白
緊
急
性
に
迫
b
れ
た
政
府
は
、
首
相
(
ロ
イ
下
・
ヂ
ョ

1
ジ
)

一
九
一
五
年
一
二
月
二
五
日
、
但
し
説
得
失
敗
に
帰
品
目
〉
0

そ
の

後
白
機
械
工
の
動
さ
に
(
機
械
工

ω
時
間
当
り
一
一
ベ
ゾ
ス
の
要
求
を
生
産
委
員
会
が
拒
否

l
l
一
九
一
六
年
一
月
二

O
日
l
iし
た
こ

と
か
ら
生
じ
た
)
、
政
府
は
国
土
防
衛
法
(
ロ
0
・
同
〉
)
白
適
用
て
幹
部
主
逮
捕
、
弾
圧
策
を
と
っ
た
が
何
ら
問
題
白
解
決
と
な
b
ず、

遂
に
組
令
役
員
の
権
利
侵
害
を
直
接
の
契
機
と
し
て
、

A
-
5
・
E
執
行
部
白
抑
制
に
も
拘
b
ず
再
び
大
規
模
な
マ
ハ
l
ヲ
イ
キ
に
入
り

一
応
の
成
果
を
収
め
た
の
て
あ
る
(
一
九
一
六
年
三
月
一
白
日
開
始
し
て
、
四
月
四
日
、
組
合
椎
利
の
保
証
を
得
て
解
決
)
。

以
上
の
如
き
ク
ヲ
イ
下
の
闘
争
は
組
合
幹
部
の
政
府
と
の
癒
着
に
対
し
、
組
合
員
大
衆
が
悪
化
す
る
生
活
条
件
モ
れ
同
体
心
中
か
ら

運
動
の
担
い
手
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
当
初
の
経
済
闘
争
か
ら
、
「
職
場
D
諸
条
件
に
対
す
る
管
理
椎
を
ま
す
ま
す
増
大
せ
し
め
る
己
と
、

雇
用
条
件
を
規
制
す
る
己
と
、
階
級
的
基
礎
に
立
却
し
て
労
働
者
を
組
織
す
る
こ
と
、
お
よ
び
賃
金
制
度
の
打
倒
と
労
働
者
階
級
の
自

由
と
産
業
民
主
主
義
の
樹
立
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
階
級
闘
争
を
つ
づ
け
て
ゆ
く
」
と
い
う
グ
ラ
イ
ト
委
員
会
の
宣
言
に
も
み
b
れ
る
Z

う
に
政
治
的
性
格
を
も
つ
も
の
へ
発
展
し
た
の
ぜ
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
賃
金
要
求
|
↓
工
場
管
理
を
課
題
と
す
る
ク
ラ
イ
ド
の
運
動
を
代
表
的
な
も
白
と
し
て
、
第
一
次
大
戦
時
D
労
働
運

動
は
、
部
分
的
で
は
あ
ワ
た
が
他
の
産
業
部
門
の
労
働
者
に
も
同
様
の
傾
向
を
も
っ
て
現
れ
た
。
そ
れ
は
頗
る
尖
鋭
的
な
も
の
で
あ
り
、

そ
し
て
か
か
る
運
動
が
量
的
に
も
質
的
に
も
発
展
す
る
傾
向
を
示
し
、
労
働
組
合
会
議
(
T
-
U
-
c
ー
一
九
一
六
年
)
に
お
い
て
す
ら

「
本
大
会
は
鉄
道
主
完
全
に
固
有
化
す
る
よ
う
政
府
に
要
求
す
る
。
そ
し
て
同
時
陀
、
鉄
道
労
働
者
が
日
己
の
生
活
と
労
働
白
諸
条
件
の

管
理
に
実
際
の
発
言
を
も
ち
う
る
よ
う
に
な
る
と
同
じ
く
関
係
労
働
組
合
が
鉄
道
制
度
の
運
営
に
参
与
す
る
よ
う
取
計
う
こ
と
を
要
求

す
る
」
と
の
決
議
を
絶
対
多
数
で
可
決
す
る
ま
で
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

-
九

O
九
年
以
降
の
争
議
を
表
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
て
あ
る
。



年|ストライ刊叫 参加労働者数 |守干議日教
ロックアウト教 (直接及間接) I 

19C判 436 3∞，819 I 2，773，9回

191汁 531 515，165 9，894)日1I 
1911 I 伺3 961，980 I 10，319，591 ! 

1912 I 857 1，463，281 40，914，675 

1913 I 1，497 6開，925 I 11，630，732 
1914 I 999 448，529 I 10，111，337 
1915 I 706 452，571 I 3，ω8，134 
191日 581 出，396 I 2，599，醐

1917 I 688 860，727 5，963，900 

1918 i 1，252 酬明8 6，237川

Repo吋 (12)of Procee.d問~gs under the c{)llcWation 

Act. 1899. Geneγal Report. 1914-1918， p.25より.

戦
前
一
九
一

oー
一
三
年
の
労
働
不
安
は
、
大
戦
勃
発
を
契
機
に
組
合
幹

部
層
に
沿
い
て
は
断
絶
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
労
働
者
下
層
部
に
沿
い
て
は
ひ

さ
つ
が
れ
、
深
め

b
れ
た
と
み
中
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
白
不
安

は
経
済
的
左
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
政
治
的
不
安
に
ま
で
進
展
し
た
の
で
あ
る
ο

支
配
階
層
は
、
大
戦
期
前
半
に
沿
い
て
は
、
部
分
的
な
政
治
的
、
経
済
的
譲

歩
主
伴
い
な
が
ら
も
弾
圧
策
を
も
っ
て
労
働
者
に
臨
ん
だ
が
、
そ
の
政
策
も

不
安
白
激
化
の
た
め
に
変
更
を
迫
b
れ、

一
九
一
六
午
よ
り
抑
圧
を
背
後
に

に
な
っ
た
譲
歩
策
の
採
用
に
変
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
飴
っ
き
鞭
」

は
社
会
的
産
業
的
平
和
確
保
の
た
め
に
「
鞭
っ
き
飴
」
に
転
化
ナ
る
り
で
あ

る。

一
九

O
九
年
か
ら
一
九
一
八
年
目
最
低
賃
金
制
白
発
展
も
ま
た
こ
の

環
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
鞭
つ

き
飴
」
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を

費否

Glasgow 504 G，439 

Dumbarton 23 310 

Greenock 91 693 

Paisley Hiu 988 

Mid Lanark 37 356 

North 
Ayrshire 

829 8，926 

140 

も
ち
、

一
九
一
八
年
法
の
成
立

14 

は
ど
白
よ
う
に
な
さ
れ
て
ゆ
く
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
未
完
)
。

ω
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-rt可司い
E
M
-
-
E
h目
。
ミ
ミ
岳
町
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語
崎
町
、
句
祖
国
V

H
叶
恥

ω
J戸
自
己
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4
6
Y
L
s
s
s
口町、
n
F
H喧
仏

P
H
Y
H由・

ω
思
決
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去
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お
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日
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日
F
O
R
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O
H
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志
子
同
U

・
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・

イ
ギ
り
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低
賃
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イ
ギ
リ
ス
故
低
賃
金
制
発
展
過
程
の
一
考
察
け

第
八
十
二
巻

第

培

日
『
・
回
・
ぃ
「
旦
叫

0
3一
♂
芯
民
Z
]
U
U
H
寸∞
l
u
J

ω
男

Um--
自の
r
o
p
N
E
子

世

臼

同
量
子
百
-
A
P

同
指
導
者
は
典
型
的
な
労
働
者
階
級
の
主
婦
冨
呂
田
間
宮
日
で
あ
る
(
巧
甲
山
口
E
n
F昭
二
F
R
F
-
u・

s・)

ω
】

回

TB4ω
二
足
凶
匂
同
誌
目

ω
首
相
と
の
会
談
に
お
い
て
指
導
者
の
一
人
戸
当
・
冨

E
H
は
次
の
よ
う
に
王
摂
し
た
が
、
こ
の
提
案
を
首
相
は
受
諾
せ
ず
、
会
識
は
失
敗
に

終
っ
た
。
「
戦
争
に
よ
っ
て
必
要
に
な
っ
た
生
産
の
迅
速
化
は
、
こ
の
過
程
。
特
別
の
ス
ビ

l
ド
化
を
緊
急
必
要
伝
も
の
と
し
た
。
す
べ
て
こ
れ

を
わ
れ
わ
れ
は
了
解
し
た
。
そ
の
過
程
を
と
め
よ
う
と
は

L
な
か
っ
た
。
反
対
に
そ
れ
を
胡
長
し
た
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
大
規
模
な
口
E
E
E
M戸

が
雇
主
に
よ
っ
て
チ

1
プ
・
レ
ー
パ
ー
を
入
れ
、
ま
た
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
一
般
標
準
の
低
下
を
強
制
す
る
た
め
用
い
ら
れ
て
い
る
事
実
に
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
聞
で
の
唯
一
の
問
題
と
な
勺
た
の
は
、
誰
が
そ
り
過
程
を
管
理
し
よ
う
k
し
て
い
る
か
、
雇
主

か
そ
れ
と
も
労
働
者
か
と
い
う
こ
し
乙
で
あ
っ
た
。
首
相
は
雇
主
を
擁
護
し
な
い
と
云
っ
た
匂
伎
の
意
に
介
す
る
こ
と
は
輸
に
勝
つ
こ
と
で
あ
つ
れ
ト
@

そ
れ
故
わ
れ
わ
れ
ば
政
府
が
雇
主
か
ら
工
場
権
利
を
引
き
之
り
、
貴
金
、
労
岨
条
判
及
び
新
し
い
労
櫛
の
導
入
に
珂
す
る
す
べ
て
の
問
題
の
全
管

理
を
工
場
委
員
会
の
手
に
お
く
こ

E
を
提
案
し
た
L

。
(
唱
-
D
己
V
R
E
p
s
t・
回
唱
曲
ど

ωkp回
目
四
回
目
祖
国
立
な
忌
叶

Z
骨
司
君
。
ョ
E
ヨ
〔
理
論
社
版
八
九
頁
〉
。

ω
n
o
-
m
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ω
ロ
《
同
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H
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F
司
、
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骨
司
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富
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吉
国
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目
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